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イフェクサー®SRカプセルを服用される
患者さんとそのご家族へ

イフェクサー®SRカプセル
服用についてのQ＆A

医療機関名

本当に知りたいことを、わかりやすく、見やすく。
患者さんやご家族がうつ病について

こころの陽だまり 検 索
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A
Q
うつ病やうつ状態では、気分が落ち込んだり、いつも不安を
感じていたり、何をするにもやる気が起きないなどといった、ここ
ろの症状があらわれます。また、睡眠不足になったり、食欲が
なくなるなど、からだの症状もあらわれることがあります。
イフェクサー®SRカプセルは、これらのうつ病の症状やうつ状態を
改善するためにのんでいただくおくすりです。

うつ病の症状や、
うつ状態を改善するためのおくすりです。

イフェクサー®SRカプセルは、
何のためにのむおくすりですか？

A

Q
うつ病の原因のひとつと考えられている、
「セロトニン」や「ノルアドレナリン」
といった物質が関わる脳の神経伝達の働きを
調整し、症状を改善します。

イフェクサー®SRカプセルは、
どのようにうつ病の症状を
改善するのですか？

人の脳では、神経細胞で「セロトニン」や「ノルアドレナリン」と
いった物質が作られ、それらの物質が、さまざまな情報を他の神
経細胞に伝えていきます（神経伝達）。そうすることで、人は
ものを感じたり、考えたりしています。
うつ病やうつ状態の人では、これらの物質の量が少なくなって
おり、神経伝達がうまく行われないことが原因で、こころやから
だの症状があらわれると考えられています。

「セロトニン」や「ノルアドレナリン」は、情報を伝え終わると元の
細胞に再吸収されます。イフェクサー®SRカプセルは、この再
吸収を阻害することで、「セロトニン」や「ノルアドレナリン」が関わ
る神経伝達の働きを調整し、症状を改善します。
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イフェクサー®SRカプセルについて

【正常】 【うつ状態】脳内の神経細胞A
（前シナプス）

脳内の神経細胞B
（後シナプス）

モノアミン
（セロトニンや
ノルアドレナリン）

モノアミン
（セロトニンや
ノルアドレナリン）
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イフェクサー®SRカプセルには、量が異なる2種類のカプセルが
あります。どの種類のカプセルをいつ、いくつのむのかを、服用す
る前に必ず確認してください。

このおくすりは医師が、患者さんの状態にあわせて、徐々に
のんでいただく量を増やし、症状を改善するために適切な量に
調整していきます。症状を改善するためには、医師の指示に
従い、決められた量を服用していくことが大切です。

A
Q

のむ量は、患者さんごとに
適切な量に調整していきます。
医師の指示に従って、
決められた量をのんでください。

A 効果がでるまでには、
のみはじめてから2～4週間ほどかかります。

このおくすりは、どのぐらいの量を
のめばよいですか？ Qおくすりをのんだら、

症状はすぐに改善しますか？

このおくすりは、のみはじめてすぐに効果があらわれるものでは
ありません。効果があらわれるまでには、2～4週間ほどかかり
ます。それまでに、効果がないとご自身で判断して服用をやめて
しまうと、おくすりの効果を医師が判断できなくなってしまいます。
決められた量を、しっかりのみ続けてください。

イフェクサー®SRカプセルの服用について
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2～4週間

イフェクサー®SR カプセル37.5mg

イフェクサー®SR カプセル75mg
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おくすりの効果がでてくると、「よくなった」、「治った」と感じることも
あります。しかし、だからといってご自身の判断で服用をやめたり、
のむ量を減らしたりすると、些細なことで心配になる、いらいら
する、あせるなどの症状があらわれることがあります。ご自身で
判断して、服用をやめたり、のむ量を変えたりしないように、気を
つけてください。

イフェクサー®SRカプセルの服用について

くすりの中止
いらいらする、
あせるなどの症状

A

Q
服用をやめることで、いらいらする、あせるなどの
症状があらわれてくることがありますので、
ご自身の判断で服用をやめたり、
のむ量を減らしたりせず、
必ず医師に相談してください。

症状がよくなった、
治ったと感じたら、
服用はやめてもよいですか？

おくすりをのみはじめたころや増量時に、副作用があらわれる
ことがあります。しかし、多くの患者さんでは、副作用はしばらく
するとおさまることが報告されています。
副作用や、その他に気になる症状などがあらわれた場合には、
医師や薬剤師に相談してください。

A
Q

のみはじめたころや増量時に、
副作用があらわれることがあります。

イフェクサー®SRカプセルには、
副作用はありますか？

便秘 口やのどの渇き

悪心 眠気

副作用や、その他の影響について



A
Q

不安が強くなるなど、うつ病の症状が
一時的に悪くなることがあります。
その場合は、かならず医師に相談してください。

おくすりをのんでいる時に、
気をつけることはありますか？

おくすりをのみはじめたころや増量時に、不安が強くなったり、
消えてしまいたいと思うなどの、うつ病の症状が一時的に悪く
なることがあります。
また、おくすりとの関係は明らかではありませんが、不安になる、
いらいらする、あせる、興奮しやすくなる、じっとしていられない、
といった症状があらわれることがあります。このような症状が
あらわれた人では、うつ病などのもともとの病気の症状が悪化
したり、消えてしまいたいと思ったり、他人に危害を加えたりする
場合もあります。

副作用や、その他の影響について
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7～17歳のうつ病のある患者さんがこのおくすりをのんだ場合、
効果が確認できなかったという報告や、消えてしまいたいという
気持ちが強くなるといった報告があります。18歳未満でうつ病の
患者さんやそのご家族は、おくすりの服用について医師とよく
相談してください。

18歳未満の患者さんへ

A

Q
18歳未満の患者さんでは、
服用について医師とよく相談してください。

18歳未満でも、
このおくすりをのんで
大丈夫ですか？
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ご家族の方も、おくすりについてしっかりと医師から説明を受け、
理解をしておいてください。そして、患者さんの状態の変化に
気を配り、きちんとおくすりをのんでいるか、またのみ過ぎていな
いか確認してください。気になる変化がある場合は、まずは
患者さんとよく話し合った上で、医師にご相談ください。

患者さんのご家族へ

A
Q

おくすりの影響について理解し、
日頃から患者さんの様子に変化がないか
注意してください。

家族は、どんなことに
気をつけたらよいでしょうか？

Memo


